
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 HF 帯で遥か彼方との通信を左右する大きな要因は、電離層の状態（コンディション）です。電離層の状態は地軸
の傾きにより太陽からの影響が変わり高度、密度、厚みが季節・時間で変遷します。また、電離層の状態は太陽活
動の活発度（黒点の数など）に大きく影響を受けます。HF ビーム・アンテナは、自然現象である電離層の状態を上
手に利用して通信を行う選択肢の１つです。特にコンディションが不十分な時、大きな効果を発揮し、ハムライフ
をより楽しくさせてくれます。 

 

 

クランクアップタワー（最伸 27m）と径 72mm 長さ 7m 

のマストポールに上部から 

 コメット        GP-95 

 クリエート・デザイン社 CD78Jr+BC160H（注１） 

 クリエート・デザイン社 AFA-40 

 クリエート・デザイン社 CL6DXX 

 ナガラ電子工業     T512GX-3040 

の順でアンテナを取り付けています。（写真１） 

ローテータは、クリエート・デザイン社の RC5B-3 にマス 

トクランプを特注し太いマストが使えるようにしました。 

タワー上部にサガミエンジニアリングの同軸切り替器 CXS 

-4（4 回路）を使って 10D2W で給電しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          写真２は以前の住まいで使っていたアンテナ・システム 

                         です。3.5MHz と 7MHz はマグネッティクループアンテナ 

                         で 14,18,21,24,28MHz は 2 エレメントのキュービカル・ク
ワッドです。タワーは 17.5ｍのKT18Rを使っていました。     

                         キュービカル・クワッドは回転半径が小さく、地上高が低
く                        くても輻射角（打ち上げ角）が小さく狭い敷地など限られ                        

                         た環境で高い性能を発揮してくれるアンテナでした。 

 マグネティックループアンテナの最初の QSO は北米で
す。試験的に 3.8MHz で呼ぶと 58 のレポートが送られてき
てとても興奮したことを覚えています。アンテナ近くに大
きな工場もあり、この地ではノイズ対策に苦労しました。                          

限限らられれたた環環境境下下でで世世界界中中ととのの交交信信をを楽楽ししむむ  

HHFF ビビーームム・・アアンンテテナナのの魅魅力力とと実実力力  

アアンンテテナナがが無無線線のの世世界界をを変変ええるる  

出野義則（Yoshinori Ideno） JA1BBE 

現アンテナ・システムの全容 

 
写真 1 アンテナ・システムの全容 

旧アンテナ・システム 

 
写真２ 旧アンテナ・システム 

なぜビーム・アンテナか？ 

（注１）BC160H は、CD78 系のアンテナに接続して 1.8～

1.9MHz と 3.5～3.8MHz を連続してカバーするアンテナチュ

ーナです。詳しくは次の Web サイトを参照ください。 

http://members3.jcom.home.ne.jp/ja1bbe/BBE_310.html 



 

 

HF ビーム・アンテナの魅力は、ダイポールアン 

テナでは厳しい信号でも浮かび上がるように聞こ 

えることだと思います。特に、ビーム化が難しい 

7MHz 帯以下だと、違う世界を味わえます。 

 筆者が使用している AFA-40 は位相給電型短縮 

2 エレメントアンテナですが、ロングパスを含め 

DX が十分楽しめます。ダイポールでは拾いきれ 

ない信号がとても FB に聞こえてくるのです。 

 何かをしながら BGM 代わりに QSO を聴くの 

が大好きな私にはよく聞こえるアンテナが欠かせ 

ません。今日は何処が聞こえるだろう？とラジオ 

の電源を入れ、ダイヤルを回し、アンテナも回す。 

とても楽しいひとときです。勿論、気が向けばフ 

ルパワーで電波を発射しご挨拶もします。珍局だ 

とパイルに参加しあの手この手と駆使して GET に努めます。拾ってもらえた時の喜びは一入で、不成立のままフェ
ードアウトした時の悲しみは、明日への技術向上のカンフル剤です。 

 

 

 写真３は 17.5m のタワーを 27m のクランクアップタワーに交換するため解体している様子です。2010 年に襲来 

した台風でタワーが大きなダメージを受けたことが交換のきっかけですが、もう少し高くしたいと以前から考えて
いました。ローカル局から 25m ぐらいにすると変わるよ！との情報を得たことと、年々風が強くなり強風に対する
安全性を向上させたい思いが重なり交換することにしました。 

                      写真４は、以前のタワーの基礎を再利用してクランクアップタワ
ーを据え付けている様子です。基礎を少し補強して再利用する工事
は小さな庭を傷めることもなく有難い工事でした。 

クランクアップタワーに交換しアンテナを高くすることで、自宅
に発生していたインターホンアイとラジカセのBCIがピッタと止ま
りインターフェアは全て解決しました。電界が距離の２乗に反比例
して減衰する効果は｢凄い！｣ものです。更に、生活ノイズの影響を
アンテナが受けにくくなったのだと思いますが、S/N 比が改善し弱
い信号も聞きやすくなりました。 

写真５はトップヘビーになり多くの方から賛同を得られないと思
いますが、１つのタワーに複数のアンテナを設置する場合、筆者は
低い周波数のアンテナをタワー上部に、高い周波数のアンテナをタ
ワー下部に設置し、互いの干渉を少なくする工夫をしています。（積
雪時の導電率や誘電率がアンテナに与える影響をヒントにした対策
です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビーム・アンテナの魅力と実力 

 
写真３ タワーの交換工事 

地上高もかなり重要 

 
写真４ クランクアップタワーに交換 

 
写真５ 大きなアンテナを上部に 

タワー交換時、アンテナは自宅の屋
根上に一時避難させませした。大き
なクレーンが活躍して快調に作業は
進み午後の早い時間に重量級の作業
は完了。クレーン車は早々に引き上
げ戻っていきました。 



 

 

写真６は、強風時の対策です。 

予めタワーを縮め、ブームの端に吊るした 

ステ縄を左右に張ります。こうすることで、 

強風でもアンテナの向きが変わる或いはローテ 

ータが壊れるのを防止しています。 

 ステ縄は 9m で錘を付けて常時吊るしていま 

す。少し大きい錘を使えばタワーにステ縄が絡 

まったりせず、タワーを下げれば手が届き容易 

に強風対策が完了します。 

 写真７はステ縄を固定する金具です。この 

金具の名称は判りませんが、ロープを縛らずに 

希望の位置で固定できる優れものです。 

この対策で、台風、春一番、木枯らしなど強風 

を凌ぎます。 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大きなタワーに大きなアンテナは素晴らしい景色だ！と我々無線を愛する者は感じていますが、そうでない人の
目には危険で不細工な工作物に映っていると思います。タワーの下を歩く人の殆どが上を見上げて通過されます。
その思いは定かではありませんが、異様なものだと感じていることは間違いありません。近くに建売新築住宅がで
きた時も、土曜日や日曜日の見学者が多い日にはアンテナをフルアップして、｢近くにこのような工作物があります
よ！｣とお知らせしました。不動産屋さんには営業妨害と思われたかも知れませんが、これはご近所にお住まいにな
られる方へ予め知っておいて欲しいとの配慮からです。 

 以前の住まいでは、アンテナ建設直後に 100m ほど離れたお宅の方からテレビの映りが悪くなった！との苦情を
頂きました。その経験も生かし、今の住居に越してきた時には、先ずタワーのみ建てる。半年ほど経過してロータ
リダイポールを上げる。など、少しずつアンテナの建設を進めました。この方法は近隣の方への刺激がやわらかく
良い方法だと思います。 

 

 

 

 私は住まいを移し夢の実現に少し近づけました。この地では 3.5MHz 帯のビーム・アンテナの建設は不可能です
が、リモート運用で克服しようと考えています。限られた環境下で様々な工夫をこらし、課題を克服するのはアマ
チュア無線の通信及び技術向上そのものです。一歩一歩、夢の実現に向けて、様々な困難の克服を本誌愛読者のみ
なさんに大いに期待して筆を置くことにいたします。 

PSE FB DX！ 

ビーム・アンテナの風対策 

 
写真７ ステ縄のロック金具 

HF ビーム・アンテナの設置で留意すべき事

項を記載しておきます。 

                              

１．公道や隣地の上空侵犯 

 許可を得ることが重要です。特に公道の場合

事前に市役所等道路を管理している役所に相

談することをお勧めします。 

２．工作物の高さ制限 

 タワーやアンテナは工作物です。地域毎に条

例などが定める高さ制限規制があります。よ

く調べ市役所等へ相談するとよいでしょう。

15m の高さを超える工作物は建築許可申請が

必要です。 

近隣への配慮と徹底した安全 

夢は諦めない 

 
写真６ ブームに取り付けたステ縄 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真８ 筆者のシャックと筆者 

筆者の背後は 30S-1（リニアアンプ）、右奥か

ら、KWM2-A（トランシーバ）、312B-5（外部

VFO）、75S-3C（受信機）、32S-3A（送信機）

です。どれも 50 年前のコリンズ製で真空管式で

すが、元気に活躍しています。 


